
No.149 山口県下松市（移住定住支援）

【目的】
本市の現状に合う移住・定住施策を検討し、実施に向けアドバイスを受ける
「地域おこし協力隊」着任に必要な制度設計

【内容】
〇月例会議での提言
○本市に合った効果的な移住施策の決定
〇地域住民との会議におけるアドバイス
〇正規職員のいない公民館地域に配置する「地域担当職員」の伴走支援
〇地域おこし協力隊導入フレームの検討

【成果（見込み）】
○移住・定住者を呼び込むことによる持続可能な地域づくり、地域の活性化
〇本市独自の移住定住支援施策の実施
→R7に移住農業就業者、移住漁業就業者、移住創業者への奨励制度開始

〇地域おこし協力隊の募集に向けた、地域の課題整理
 →R7に地域おこし協力隊募集開始、４名の応募あり

〇地域住民、市、地域担当職員をメンバーとして開催する「地域担当者会議」への出席及び助言

地域力創造アドバイザー 品川 智宏氏（A692）

活用分野 移住定住促進

活用期間（頻度） 令和７年度～令和８年度（月１回程度）

キーワード ＃移住定住 ＃地域の活性化 ＃地域課題の解決 ＃地域コミュニティ ＃魅力発掘 ＃地域おこし協力隊

（地域担当者会議）
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